
積算ｼｽﾃﾑにおける

 

神奈川県県土整備局で使用している積算ｼｽﾃﾑでは、下記の換算式を用いて、施工

パッケージ単価分の総量集計を行っております。

しかし、施工パッケージ構成表内の

場合は、入力した使用数量が

表記されませんので、ご注意下さい

 

 

 

 

＜計算が正確にできない例＞CB435942 注入材（材料費）
入力条件 J1 注入材の注入量を

 実際の使用数量は、
଴.ହ୩୥
本

 換算数量 = 1円（標準単価）
 と換算され、実際の使用数量とは異なる数字が表記されてい

 

（ｼｽﾃﾑ上の表記例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

における施工パッケージ単価分の総量集計表について

神奈川県県土整備局で使用している積算ｼｽﾃﾑでは、下記の換算式を用いて、施工

パッケージ単価分の総量集計を行っております。 

施工パッケージ構成表内の入力条件で、材料の使用数量を

が下記の換算式内では反映されず、総量集計表に正確に

ので、ご注意下さい。 

例＞ 

注入材（材料費）   単位：1本  使用数量：10本 
注入材の注入量を 0.5kg/本とした場合 × 10本 = 5.0kg となりますが、システム上では
（標準単価） × ଵ଴଴%ଵ଴଴ × ଵଵ円൫東京単価൯ = 1kg /本   × 10

数量とは異なる数字が表記されています。

 

について 

神奈川県県土整備局で使用している積算ｼｽﾃﾑでは、下記の換算式を用いて、施工

使用数量を入力している

総量集計表に正確に

が、システム上では 

10本＝10kg   
ます。 



※その他、「CB211410安定処理」「CB223110粉体噴射攪拌」「CB310070消波根固め

ブロック据付」などが該当します。 

※施工パッケージ構成表内の入力条件で、材料の使用数量を入力していない場合、

正常に計算されますが、端数処理などの関係上、実際の使用量とは異なりますの

で、参考値としてご利用下さい。 


